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一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
二
三
年
二
月
に
米
証
券
取
引
委
員
会
（
以
降
、
Ｓ

Ｅ
Ｃ
）
が
公
表
し
た
最
終
規
則
「
証
券
取
引
の
決
済
期
間

の
短
縮
化
」
は
、
株
式
等
の
決
済
期
間
を
従
来
の
Ｔ
＋
２

（
約
定
の
二
営
業
日
後
）
か
ら
Ｔ
＋
１
（
約
定
の
翌
営
業

日
）
へ
と
短
縮
す
る
規
則
改
正
で
あ
り
資
本
市
場
参
加
者

の
耳
目
を
集
め
た
規
則
と
な
っ
た
。
特
に
本
稿
が
注
目
す

る
の
は
、
Ｔ
＋
１
化
へ
の
規
則
改
正
案
と
し
て
二
二
年
三

月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
公
表
し
た
提
案
規
則
の
中
で
、
Ｔ
＋
０
化

（
即
日
決
済
）
の
展
望
ま
で
も
が
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

　

証
券
決
済
イ
ン
フ
ラ
は
現
代
資
本
市
場
の
基
盤
で
あ

り
、
決
済
イ
ン
フ
ラ
の
発
達
な
く
し
て
市
場
の
発
展
は
あ

り
得
な
い
。
今
回
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
改
正
は
、
単
に
株
式

等
の
決
済
期
間
を
Ｔ
＋
１
へ
と
短
縮
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
将
来
的
な
Ｔ
＋
０
化
の
構
想
も
打
ち
出
し
て
お
り
、

次
世
代
の
資
本
市
場
へ
の
展
開
を
予
想
さ
せ
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
米
国
お
よ
び
わ
が
国
の
株
式

等
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
を
巡
る
過
去
の
取
り
組
み
を
踏

ま
え
て
、
こ
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
最
終
規
則
に
つ
い
て
思
議
し
て

み
た
い
。

証�

券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
行
方
、

米
国
の
Ｔ
＋
１
化
と
Ｔ
＋
０
化
構
想

若　

園　

智　

明
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後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
日
米
で
実
現
し
た
証
券

決
済
期
間
の
短
縮
化
に
か
か
る
議
論
は
国
際
的
な
潮
流
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
イ
ン
フ
ラ
の
国
際
的
な
共

通
化
に
資
す
る
活
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回

の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
改
正
か
ら
は
、
新
技
術
の
導
入
に
よ
り

証
券
決
済
イ
ン
フ
ラ
の
基
幹
を
抜
本
的
に
見
直
す
可
能
性

も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
協
調
的
行
為
か
ら

一
転
し
て
、
証
券
決
済
分
野
で
の
国
際
競
争
の
活
性
化
を

も
予
感
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
証
券
決
済
も
含
め
て
資
本
市

場
は
新
た
な
技
術
の
導
入
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｔ
＋
０
化
構
想
を
通
じ
て
次
世

代
の
資
本
市
場
取
引
の
姿
に
も
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

二�

、
日
米
の
証
券
決
済
期
間
の
短
縮
化

の
歩
み

　

現
在
の
証
券
決
済
イ
ン
フ
ラ
を
構
築
し
た
活
動
を
ふ
り

返
っ
て
み
る
と
、
一
九
八
九
年
の
グ
ル
ー
プ
・
オ
ブ
・

サ
ー
テ
ィ
ー
（
以
降
、
Ｇ
30
）
の
勧
告
が
契
機
と
な
り
、

世
界
的
に
イ
ン
フ
ラ
改
革
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の

Ｇ
30
は
民
間
団
体
で
あ
り
、
金
融
業
者
や
学
識
経
験
者
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
。
Ｇ
30
が
八
九
年
に
公
表
し
た
報
告
書

は
、
当
時
の
世
界
的
な
証
券
市
場
の
重
要
性
の
増
大
を
背

景
に
、
相
互
運
用
が
可
能
な
強
固
な
グ
ロ
ー
バ
ル
・
決
済

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。

Ｇ
30
報
告
書
に
掲
げ
ら
れ
た
九
つ
の
勧
告
（
図
表
１
）
は

決
済
期
間
の
短
縮
化
と
決
済
リ
ス
ク
の
低
減
を
求
め
て
い

る
が
、
今
日
の
市
場
シ
ス
テ
ム
を
み
る
と
こ
れ
ら
は
誠
に

時
宜
を
得
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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後
述
す
る
よ
う
に
、
わ
が
国
を
含
め
て
世
界
の
主
要

国
・
地
域
に
お
い
て
証
券
決
済
機
能
の
強
化
を
含
め
た
市

場
改
革
が
議
論
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
っ
た
。
証
券
決
済

機
能
の
向
上
は
市
場
改
革
の
中
核
に
あ
り
、
特
に
決
済
期

間
の
短
縮
化
は
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
決
済
シ
ス
テ
ム
の
近
代
化
に
か
か
る
金
銭
コ
ス

ト
の
負
担
は
重
く
、
ま
た
、
実
務
に
お
け
る
業
務
フ
ロ
ー

の
見
直
し
な
ど
克
服
す
べ
き
数
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
そ

の
実
現
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。

⑴　

米
国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

　

Ｇ
30
の
勧
告
時
点
に
お
け
る
国
際
的
な
主
要
市
場
の
証

券
決
済
シ
ス
テ
ム
を
み
る
と
、
Ｅ
Ｕ
で
は
ド
イ
ツ
が
一
九

七
〇
年
代
に
Ｔ
＋
２
化
を
実
現
し
て
い
い
た
が
、
フ
ラ

ン
ス
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
や
英
国
（
〇
一
年
二
月
）
な

ど
は
Ｇ
30
の
勧
告
を
受
け
た
活
動
に
よ
り
株
式
等
の
Ｔ
＋

３
化
を
遂
げ
て
い
る
。

図表１　Group of Thirty（G30）の勧告（1989年）

勧告 1 目標1990年。直接的な市場参加者の約定照合（Comparison）を T+1までに
完了。

勧告 2 目標1992年。間接的な市場参加者が約定照合システムに参加。
勧告 3 目標1992年。効率的であり十分に整備された証券集中保管機関を設立。
勧告 4 目標1992年。適切なネット清算システムの確立。
勧告 5 目標1992年。すべての証券取引においてDVP決済を実現。
勧告 6 証券の取引決済・証券ポートフォリオ管理に関する金銭決済は、全ての商品・

市場を通じて Same Day Fund により実行。
勧告 7 すべての市場でローリング決済の導入。1992年までに最終決済日の T+3を実

現。（1990年までに中間目標としての T+5の実現。）
勧告 8 目標1990年。証券貸付を禁止する規制等の撤廃。（証券貸借の促進。）
勧告 9 目標1992年。ISO7775の採用。国際取引における ISO6166に基づく ISIN 銘柄

コードの採用。

（注）�　ISO（国際標準化機構）の7775は標準証券メッセージ。
〔出所〕　G30『世界の証券市場における決済システム』1989年。
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米
国
で
は
、
八
七
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
に
よ
り

フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
こ
と
も
あ
り
、
決
済
期
間
（
Ｔ
＋

５
）
を
短
縮
化
す
る
必
要
性
は
国
内
で
も
認
識
さ
れ
て
い

た
。
米
国
内
で
交
わ
さ
れ
た
株
式
等
の
決
済
期
間
の
短
縮

化
議
論
を
考
え
る
う
え
で
、
九
二
年
の
ベ
ッ
ク
マ
ン
報
告

書
は
重
要
と
な
る
。
ベ
ッ
ク
マ
ン
報
告
書
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ン
デ
ー
を
踏
ま
え
て
「T

im
e=Risk

」
を
掲
げ
て
、
Ｓ
Ｅ

Ｃ
に
対
し
て
九
四
年
ま
で
に
従
来
の
Ｔ
＋
５
か
ら
Ｔ
＋
３

へ
の
短
縮
化
を
推
奨
し
た
。

　

こ
の
提
言
を
踏
ま
え
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
投
資
者
保
護
・
リ

ス
ク
軽
減
な
ら
び
に
業
務
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
、
九

三
年
一
〇
月
に
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
に
株
式
等
の

決
済
期
間
を
規
定
す
る
規
則15c6-1

を
新
設
し
、
こ
の
新

規
則
の
定
め
に
よ
り
九
五
年
六
月
よ
り
株
式
や
社
債
・
地

方
債
の
決
済
期
間
を
Ｔ
＋
３
に
短
縮
化
し
て
い
る
。
注
目

す
べ
き
は
、
こ
の
時
期
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
さ
ら
に
証
券
決
済
期

間
の
短
縮
を
進
め
て
Ｔ
＋
１
と
す
る
構
想
も
示
し
て
い
た

点
で
あ
る
。
Ｔ
＋
３
化
の
翌
年
の
九
六
年
の
全
米
証
券

業
者
協
会
（
以
下
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
、
現
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
）
の
年
次

総
会
で
、
当
時
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委
員
長
で
あ
っ
た
ア
ー
サ
ー
・

レ
ビ
ッ
ト
が
Ｔ
＋
１
決
済
を
提
唱
し
、
金
融
・
証
券
業
界

に
対
し
て
検
討
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
Ｔ
＋
１
化
議
論

の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
等
が
設
置
し
た
「
Ｔ
＋

１
化
検
討
委
員
会
」
で
あ
り
、
こ
の
検
討
委
員
会
は
二
〇

〇
〇
年
七
月
に
公
開
し
た
報
告
書
に
お
い
て
〇
四
年
六
月

に
Ｔ
＋
１
へ
と
短
縮
す
る
こ
と
を
提
言
し
、
証
券
決
済
・

保
管
機
関
で
あ
る
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
か
ら
は
Ｔ
＋
１
へ
移
行
す
る

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
開
示
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
米
国
の
Ｔ
＋
１
に
向
け
た
試
み
は
、
〇
一

年
九
月
に
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
よ
り
中
断
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
同
時
期
に
わ
が
国
で
進
め
ら
れ
て
い

た
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
改
革
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
た
。

　

そ
の
後
、
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
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し
て
証
券
の
決
済
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
国
際
的
な

議
論
が
再
燃
す
る
。
先
に
一
四
年
一
〇
月
よ
り
株
式
等
の

決
済
期
間
を
Ｔ
＋
２
を
実
現
し
た
Ｅ
Ｕ
の
動
き
を
受
け

て
、
米
国
は
Ｔ
＋
３
化
の
議
論
と
同
様
に
、
業
者
団
体

で
あ
る
米
国
証
券
業
金
融
市
場
協
会
（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
、
Ｓ

Ｉ
Ａ
の
後
継
組
織
）
や
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
、
米
国
投
資
信
託
協
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
）
な
ど
が
株
式
等
の
決
済
期
間
を
Ｔ
＋
２
へ
短

縮
化
す
る
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
受

け
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
規
則15c6-1

を
改
正
し
、
一
七
年
九
月
よ

り
株
式
等
の
決
済
期
間
を
さ
ら
に
Ｔ
＋
２
へ
と
短
縮
し
て

い
る
。

⑵　

わ
が
国
の
改
革
の
歩
み

　

そ
も
そ
も
わ
が
国
の
株
式
取
引
は
戦
後
、
一
九
四
九
年

の
証
券
取
引
所
再
開
か
ら
五
〇
年
ま
で
の
僅
か
な
期
間
で

Ｔ
＋
２
決
済
が
実
施
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
取
引
銘
柄

の
拡
大
を
受
け
た
事
務
処
理
上
の
便
宜
が
考
慮
さ
れ
て
五

〇
年
よ
り
Ｔ
＋
３
の
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

前
掲
の
Ｇ
30
勧
告
が
求
め
る
株
式
取
引
の
Ｔ
＋
３
化
と

ロ
ー
リ
ン
グ
決
済
は
、
わ
が
国
で
は
す
で
に
実
現
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
（
証
券
と
資
金
の

受
け
渡
し
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
決
済
）
の
実
現
や
Ｓ
Ｔ
Ｐ

（
証
券
と
資
金
の
受
け
渡
し
の
全
て
を
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
で
実
行
）
の
推
進
は
海
外
の
主
要
市
場
と
比
較
し
て

遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
先
の
米
国
の
Ｔ
＋
１
構
想
も

受
け
て
証
券
シ
ス
テ
ム
改
革
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い

た
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
二
〇
〇
〇
年
頃
の
議
論
は
、
国
際
競

争
力
の
強
化
に
資
す
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
た
。
後
述
す
る
「
証
券
受
渡
・
決
済
制
度

改
革
懇
談
会
」
は
、
発
足
当
初
は
Ｔ
＋
１
化
の
実
現
を
念

頭
に
お
い
た
議
論
を
進
め
て
い
た
が
、
米
国
で
の
Ｔ
＋
１

化
の
中
断
も
あ
り
、
Ｔ
＋
３
か
ら
Ｔ
＋
１
化
の
実
施
を
見

送
り
つ
つ
も
、
改
革
の
成
果
と
し
て
証
券
の
電
子
化
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（
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
）
を
可
能
と
し
た
法
改
正
を
支
援
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｐ
決
済
の
拡
大
や
Ｓ
Ｔ
Ｐ
の
推
進
を
も
た
ら
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
が
基
礎
と
な
り
後
述
す
る
一
九
年
の
Ｔ
＋
２

化
が
実
現
し
た
と
も
評
価
で
き
る
。

　

わ
が
国
に
お
け
る
議
論
は
、
九
九
年
八
月
に
自
民
党
の

債
券
問
題
小
委
員
会
（
金
融
問
題
調
査
会
）
が
公
表
し
た

「
証
券
決
済
改
革
の
提
言
」
で
、
証
券
取
引
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
当
時
の
米
国
で
検
討
さ
れ
て
い
た
証
券
決
済
の
Ｔ
＋

１
化
の
検
討
を
求
め
る
提
言
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
本

格
化
し
て
い
る
。
こ
の
提
言
を
受
け
て
大
蔵
省
の
金
融
審

議
会
第
一
部
会
「
証
券
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
関
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
が
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
公
開
し
た

「
二
一
世
紀
に
向
け
た
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ

い
て
」（
答
申
）
は
、
わ
が
国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
改

革
の
礎
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
答
申
を
受
け
、
同

年
七
月
に
発
足
し
た
金
融
庁
で
も
、
①
有
価
証
券
の
パ
ー

パ
ー
レ
ス
化
、
②
海
外
の
証
券
決
済
機
関
と
の
連
携
（
各

国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
と
の
互
換
性
）、
③
清
算
シ
ス

テ
ム
の
効
率
化
（
日
本
証
券
ク
リ
ア
リ
ン
グ
機
構
の
設

立
）
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。

　

証
券
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
（
電
子
化
）
に
つ
い
て
は
、

法
制
度
改
革
の
第
一
弾
と
し
て
「
短
期
社
債
等
の
振
替
に

関
す
る
法
律
（
短
期
社
債
振
替
法
）」
が
〇
一
年
六
月
に

成
立
し
、
第
二
弾
で
あ
る
〇
一
年
八
月
の
「
証
券
決
済
制

度
等
の
改
革
に
よ
る
証
券
市
場
の
整
備
の
た
め
の
関
係
法

律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

の
対
象
が
一
般
社
債
や
国
債
、
投
信
受
益
権
等
ま
で
拡
大

さ
れ
、
第
三
弾
の
〇
四
年
六
月
「
株
式
等
の
取
引
に
係
る

決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
の
成
立
を
も
っ
て
株

式
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
関
す
る
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
法
制
度
で
の
証
券
の
パ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
達
成
は
、
後
述
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｔ
＋
０
化
構
想
に
お

け
る
Ｄ
Ｌ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
証
券
の
デ
ジ
タ
ル
・
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ト
ー
ク
ン
化
）
を
考
え
る
上
で
も
重
要
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
行
政
に
よ
る
法
改
正
と
並
ん
で
、
日
本
証

券
業
協
会
を
初
め
と
す
る
金
融
・
証
券
業
界
が
主
催
し
た

証
券
受
渡
・
決
済
制
度
改
革
懇
談
会
お
よ
び
同
懇
談
会
の

下
に
設
置
さ
れ
た
各
種
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
活
動

が
、
わ
が
国
の
証
券
決
済
制
度
を
更
な
る
近
代
化
へ
と
導

い
た
。

⑶　

わ
が
国
の
シ
ス
テ
ム
改
革
に
臨
ん
だ
会
議
体
の
活
動

　

わ
が
国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
お
い
て
、
一

貫
し
て
中
枢
組
織
と
し
て
有
り
続
け
て
い
る
の
が
「
証
券

受
渡
・
決
済
制
度
改
革
懇
談
会
」（
以
下
、
改
革
懇
談

会
）
で
あ
る
。
こ
の
改
革
懇
談
会
は
、
一
九
九
七
年
七
月

に
創
設
さ
れ
た
会
議
体
で
あ
り
、
学
術
経
験
者
と
金
融
・

証
券
市
場
業
務
者
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
。
二
〇
年
五
月
ま

で
に
計
四
六
回
も
の
会
合
を
開
催
し
て
い
る
。（
活
動
は

休
眠
し
て
い
る
が
現
在
も
存
続
）。

　

改
革
懇
談
会
が
わ
が
国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
に
か
か

る
課
題
を
掲
げ
、
そ
の
下
に
設
置
さ
れ
た
各
種
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
等
に
お
い
て
調
査
や
細
部
の
検
討
が
行
わ

れ
た
。

　

米
国
と
同
様
に
、
わ
が
国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
改

革
も
二
段
階
で
行
わ
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
で
は
、
上
記

の
関
連
法
制
の
改
正
と
と
も
に
上
場
株
式
の
Ｄ
Ｖ
Ｐ
化

（
〇
一
年
）
や
株
券
の
一
般
振
替
Ｄ
Ｖ
Ｐ
（
〇
四
年
）
な

ど
の
数
多
く
の
シ
ス
テ
ム
改
革
が
実
行
さ
れ
て
お
り
、
第

二
段
階
で
株
式
等
の
決
済
期
間
が
Ｔ
＋
２
へ
と
短
縮
化

（
一
九
年
）
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
段
階
を
通
じ
て
改
革
懇
談
会
は
議
論
の

頂
点
に
あ
り
、
そ
の
下
に
第
一
段
階
で
は
「
証
券
決
済
制

度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」

（
以
下
、
推
進
Ｗ
Ｇ
）
が
実
働
部
隊
と
な
り⑴

、
第
二
段
階

で
は
「
株
式
等
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」（
以
下
、
短
縮
検
討
Ｗ
Ｇ
）
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が
決
済
期
間
短
縮
化
に
か
か
る
諸
問
題
の
整
理
と
解
決
を

担
当
し
た
。

　

第
一
段
階
で
の
改
革
活
動
の
成
果
と
し
て
、
主
要
な
金

融
・
証
券
業
お
よ
び
決
済
関
連
機
関
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

た
推
進
Ｗ
Ｇ
は
、
〇
二
年
一
一
月
に
最
終
報
告
書
「
証
券

決
済
制
度
改
革
の
推
進
に
向
け
て
」
を
公
開
し
て
い
る⑵

。

こ
の
最
終
報
告
書
は
、
将
来
の
決
済
期
間
短
縮
化
に
向
け

た
基
礎
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
工
程
や
、
商
品
毎
の
決
済
期
間

短
縮
に
向
け
た
取
組
方
針
な
ど
、
い
わ
ば
シ
ス
テ
ム
改
革

の
マ
ス
タ
ー
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
。

　

第
二
段
階
で
の
実
行
部
隊
と
な
っ
た
短
縮
検
討
Ｗ
Ｇ

は
、
第
一
段
階
の
改
革
を
担
っ
た
推
進
Ｗ
Ｇ
の
後
継
組
織

と
し
て
設
置
さ
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
一
六
年
六
月
に

「
株
式
等
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ

ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
書
」
を
公
開
し
た
。
こ
の
最

終
報
告
書
は
、
決
済
期
間
の
Ｔ
＋
２
化
に
と
も
な
う
実

務
上
の
課
題
へ
の
対
応
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
例
え
ば

フ
ェ
イ
ル
・
ル
ー
ル
に
関
し
て
、
フ
ェ
イ
ル
回
避
の
た
め

の
方
策
や
発
生
時
の
取
扱
い
へ
の
対
応
方
針
を
株
式
等
の

一
般
振
替
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
取
り
ま
と
め

る
と
と
も
に
、
①
権
利
確
定
日
等
に
お
け
る
フ
ェ
イ
ル
発

生
時
の
清
算
参
加
者
間
の
権
利
調
整
方
法
等
の
検
討
、
②

同
清
算
参
加
者
と
投
資
家
（
顧
客
）
の
間
の
権
利
調
整
方

法
の
検
討
、
③
フ
ェ
イ
ル
を
起
こ
し
た
参
加
者
へ
の
経
済

的
損
失
の
請
求
、
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
短
縮
化
検
討
Ｗ
Ｇ
の
最
終
報
告
書
で
は
Ｔ
＋
２
化

の
実
施
目
標
時
期
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
提
示
さ
れ
、
こ
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
一
九
年
七
月
の
Ｔ
＋
２
化

の
実
現
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

仮
に
、
わ
が
国
で
も
更
な
る
決
済
期
間
の
短
縮
化
や
、

新
技
術
を
用
い
た
次
世
代
型
の
証
券
決
済
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
導
入
が
求
め
ら
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
会
議
体

を
通
じ
た
議
論
や
調
整
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
リ
ン
グ
等
の
経

験
は
活
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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三�

、
米
国
の
Ｔ
＋
１
化
の
決
定
と

Ｔ
＋
０
化
構
想

⑴　

Ｔ
＋
１
化
に
向
け
た
規
則
提
案
と
Ｔ
＋
０
化
構
想

　

上
述
の
よ
う
に
、
米
国
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
一
九
九
五
年
に
株

式
等
の
決
済
期
間
を
Ｔ
＋
５
か
ら
Ｔ
＋
３
へ
と
し
、
さ
ら

に
一
七
年
に
Ｔ
＋
２
へ
と
短
縮
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

決
済
期
間
の
見
直
し
は
、
国
際
的
な
潮
流
に
沿
っ
た
協
調

行
動
と
言
え
、
わ
が
国
の
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム
の
改
革
も

こ
の
流
れ
に
の
っ
た
活
動
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
米
国

は
、
九
六
年
の
Ｓ
Ｉ
Ａ
年
次
総
会
で
レ
ビ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｃ
委

員
長
が
Ｔ
＋
１
決
済
を
提
唱
し
、
Ｔ
＋
３
化
の
直
後
か
ら

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
決
済
期
間
の
短
縮
化
を
も
検
討
し
て

い
た
。
二
二
年
三
月
に
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
さ
ら
な
る
株
式
等
の
決

済
期
間
を
短
縮
化
す
る
規
則
改
正
案
（
Ｔ
＋
１
化
案
）
を

公
表
し
た
際
は
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
が
、
ふ

り
返
っ
て
み
れ
ば
九
五
年
と
一
七
年
の
短
縮
化
は
単
な
る

中
間
目
標
の
達
成
に
過
ぎ
ず
、
二
四
年
五
月
か
ら
の
Ｔ
＋

１
化
の
実
現
は
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
宿
願
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ

う⑶

。

　

再
度
米
国
で
株
式
等
の
決
済
期
間
の
Ｔ
＋
１
化
が
俎
上

に
載
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
〇
年
三
月
か
ら
の

CO
V
ID
-19

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
と
も
に
二
一
年
一
月
の
い

わ
ゆ
る
ミ
ー
ム
株
（
は
や
り
株
）
の
急
騰
で
あ
っ
た
。
一

月
下
旬
に
ゲ
ー
ム
ス
ト
ッ
プ
株
が
急
騰
し
売
買
が
急
増
し

た
こ
と
を
受
け
て
、
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
が
ス
マ
ホ
証
券
の
ロ
ビ
ン

フ
ッ
ド
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
社
に
対
し
て
決
済
を
担
保
す
る
預

託
金
の
積
み
増
し
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
要
求
に
よ
り
資

金
不
足
に
面
し
た
ロ
ビ
ン
フ
ッ
ド
社
が
、
一
部
の
銘
柄
の

買
い
注
文
の
一
時
停
止
や
買
い
付
け
株
数
の
制
限
、
マ
ー

ジ
ン
取
引
（
信
用
取
引
）
の
証
拠
金
引
き
上
げ
を
行
っ
た

こ
と
が
市
場
の
混
乱
を
招
い
た
と
し
て
問
題
視
さ
れ
た
。

こ
の
混
乱
を
受
け
て
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
株
式
市
場
の
包
括
的
な
規
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制
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
一
環
と
し
て
決
済
機
能
を
強

化
す
べ
く
過
去
に
断
念
し
た
Ｔ
＋
１
化
を
再
提
案
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
資
本
市
場
参
加
者
側
か
ら
も
、
二
一
年
一

二
月
に
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ａ
や
Ｉ
Ｃ
Ｉ
、
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
等
が
連
名
で

Ｔ
＋
１
化
を
求
め
る
報
告
書
を
開
示
し
て
い
る
。

　

市
場
参
加
者
の
驚
き
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
提
案
し
た
規
則
案

の
中
で
「
委
員
会
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
取
引
終
了
時
ま
で
に

決
済
を
実
現
す
る
（
Ｔ
＋
０
）
こ
と
が
投
資
家
に
と
っ
て

有
益
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
記
し
、
提
案
規
則
の
第
四
部

を
「
Ｔ
＋
０
へ
の
道
筋
」
と
題
し
て
即
日
決
済
（
取
引
日

終
了
時
の
ネ
ッ
テ
ィ
ン
グ
決
済
）
に
関
す
る
検
討
お
よ
び

コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
掲
載
し
た
こ
と
に
あ
る⑷

。
た
だ
し
、

今
回
の
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
規
則
改
正
は
Ｔ
＋
０
化
の
構
想
を
記
し

た
に
過
ぎ
ず
、
Ｔ
＋
０
化
自
体
は
改
正
の
対
象
で
は
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
近
い
将
来
の
Ｔ
＋
０
化

の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
展
望
を
示
し
た
点
は
重
要
で

あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
二
三
年
二
月
に
公
表
し
た
最
終
規
則
で
、
二

四
年
五
月
二
八
日
か
ら
の
Ｔ
＋
１
化
を
定
め
て
い
る
。

⑵　

新
し
い
技
術
と
証
券
決
済
シ
ス
テ
ム

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
Ｔ
＋
０
を
求
め
る
理
由
は
、
決
済
期
間
の
さ

ら
な
る
短
縮
化
に
よ
る
①
セ
ト
ル
メ
ン
ト
・
リ
ス
ク
（
取

引
相
手
の
デ
フ
ォ
ル
ト
の
可
能
性
）
の
減
少
と
、
②
価
格

の
ボ
ラ
テ
ィ
リ
テ
ィ
の
減
少
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
取
引

量
を
一
定
と
仮
定
し
て
、
Ｔ
＋
０
化
に
よ
る
未
決
済
取

引
量
は
Ｔ
＋
１
の
約
半
分
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の

た
め
価
格
が
不
利
な
動
き
を
し
た
場
合
で
も
取
引
相
手
の

デ
フ
ォ
ル
ト
に
よ
る
金
融
的
な
損
失
は
Ｔ
＋
１
の
半
分
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
期
間
短
縮
化
と
同
様
で
あ

る
。
提
案
規
則
で
は
、
Ｔ
＋
０
化
を
も
た
ら
す
三
つ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
考
慮
す
べ
き
九
つ
の

課
題
に
関
し
て
掲
載
し
た
七
一
の
質
問
に
対
す
る
コ
メ
ン
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ト
を
市
場
参
加
者
に
求
め
た
。

　

最
終
規
則
に
は
市
場
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
Ｔ
＋
０

案
に
対
す
る
多
く
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
な
る
短
縮
化
に
か
か
る
コ
ス
ト
負
担
へ
の
配
慮
や
慎
重

な
議
論
の
必
要
性
を
求
め
て
い
る
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
一
方
で
、
即
日
決
済
や
即
時
決
済
が
も
た
ら
す
メ

リ
ッ
ト
を
歓
迎
す
る
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
。
過
去
の
証
券
決

済
期
間
の
短
縮
化
が
た
ど
っ
た
議
論
の
再
現
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
が
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
Ｔ
＋
０
化
構
想
に
注
目
す
る
最
大

の
理
由
は
、
提
案
規
則
に
記
載
さ
れ
た
Ｔ
＋
０
化
に
向

け
た
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
に
、
一
五
年
か
ら
Ｄ
Ｔ

Ｃ
Ｃ
が
実
験
を
開
始
し
て
い
る
分
散
型
台
帳
シ
ス
テ
ム

（
Ｄ
Ｌ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
次
世
代
決
済
シ
ス
テ
ム
の
活
用

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
仮
に
、
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
基
盤

と
す
る
決
済
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
実
現
し
た
と
す
れ

ば
、
上
記
の
短
縮
化
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
に
留
ま
ら

ず
、
証
券
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ン
化
の
活
用
も
可
能
と
な

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
付
加
価
値

の
享
受
も
可
能
と
な
る
。

　

二
〇
年
五
月
に
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
イ
オ
ン
）
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

W
hitney

（
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
）
を
公
表
し
て
い
る⑸

。
こ
れ

ら
は
実
用
化
を
前
提
と
す
る
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
次
世
代
の

決
済
シ
ス
テ
ム
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
Ｔ
＋

０
化
を
念
頭
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

の
公
表
資
料
に
よ
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｏ
Ｎ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
コ
ル
ダ
Ｄ
Ｌ
Ｔ
を
基
盤
技
術
と
し
て
採
用

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
表
時
点
で
ピ
ー
ク
時
に
一
六
万
件

（
一
日
あ
た
り
）
の
決
済
処
理
能
力
を
達
成
し
て
お
り
、

現
在
の
決
済
シ
ス
テ
ム
と
の
接
続
性
を
維
持
し
つ
つ
も
、

証
券
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
て
既
存
の
決
済
機
能
の
代
替

と
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
過
去
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に

関
す
る
議
論
の
最
大
の
争
点
は
短
縮
化
に
か
か
る
様
々
な
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コ
ス
ト
（
負
担
）
の
発
生
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｄ
Ｌ
Ｔ
に
代
表
さ
れ
る
次
世
代
技
術
を
用
い
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
は
、
す
で
に
資
本
市
場
取
引
で
も
活
用
が
始

ま
っ
て
お
り
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

諸
コ
ス
ト
削
減
の
み
な
ら
ず
拡
張
性
と
汎
用
性
の
高
さ
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
の

活
用
で
も
大
い
な
る
利
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
証
券
決

済
の
分
野
が
、
こ
れ
ま
で
の
国
際
協
調
と
基
準
化
の
器
か

ら
、
国
際
的
な
市
場
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
力
の
源
泉
に
な

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

四
、
ま
と
め

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
資
本
市
場
の
発
展
は
新
技
術
の

導
入
と
共
に
あ
る
。
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
こ
そ
が
資

本
市
場
の
発
展
の
要
で
あ
り
、
わ
が
国
経
済
の
成
長
へ
と

導
く
。
す
で
に
金
融
庁
や
日
本
銀
行
、
日
本
取
引
所
グ

ル
ー
プ
な
ど
で
は
Ｄ
Ｌ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
お
け
る

市
場
取
引
の
構
想
と
実
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｔ
Ｃ
Ｃ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｏ
Ｎ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
活
用
さ

れ
る
コ
ル
ダ
Ｄ
Ｌ
Ｔ
は
、
わ
が
国
の
金
融
・
証
券
業
者
が

普
及
を
推
進
す
る
技
術
で
あ
る
と
も
聞
く
。
わ
が
国
の
基

盤
技
術
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の

決
済
期
間
の
短
縮
化
の
議
論
と
活
動
の
記
録
と
経
験
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
次
世
代
の
市
場
創
設
の
道
筋
を
も
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

現
岸
田
政
権
が
提
唱
す
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の

下
、
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
の
一
環
と
し
て
二
〇
二
四
年

か
ら
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
恒
久
化
が
実
現
し
、
ま
た
本
稿

執
筆
時
点
で
資
産
運
用
特
区
の
創
設
案
な
ど
も
示
さ
れ
て

い
る
。
新
技
術
を
土
台
と
し
て
、
再
び
わ
が
国
が
「
金
融

立
国
」
を
目
指
す
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以
降
、
複
数
回
に
わ
た
っ
て
試
み

ら
れ
て
き
た
わ
が
国
資
本
市
場
の
国
際
競
争
力
の
抜
本
的
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な
強
化
策
が
、
真
に
結
実
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

（
注
）

⑴　

こ
の
第
一
段
階
の
改
革
で
は
、
改
革
懇
談
会
の
下
に
①
証
券
決
済

制
度
改
革
の
推
進
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
、
②
Ｄ
Ｖ
Ｐ

決
済
方
式
の
推
進
と
清
算
機
能
の
活
性
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
、
③
一
般
債
の
新
決
済
制
度
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
証
券

保
管
振
替
機
構
に
関
連
す
る
④
証
券
保
管
振
替
機
関
の
株
式
会
社
化

に
関
す
る
専
門
部
会
と
⑤
証
券
保
管
振
替
機
構
の
組
織
・
運
営
の
あ

り
方
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
も
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
分
野
の
課
題
に
対
処
し
て
い
た
。

⑵　

こ
の
最
終
報
告
書
は
、
日
本
証
券
業
協
会
の
証
券
決
済
制
度
改
革

推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
共
著
で
作
成
さ
れ
た
。

⑶　

元
々
米
国
で
は
一
九
二
〇
年
代
ま
で
は
株
式
の
決
済
期
間
は
Ｔ
＋

１
で
あ
り
、
市
場
参
加
者
の
増
加
や
証
券
取
引
量
が
増
大
す
る
に
つ

れ
て
決
済
期
間
が
Ｔ
＋
５
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
へ
の

回
帰
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
米
国
の
国
債
取
引
の
決
済
は
す
で
に

Ｔ
＋
１
と
な
っ
て
い
る
。

⑷　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
Ｔ
＋
１
決
済
と
し
て
、
①
取
引
日
終
了
時
の
ネ
ッ
テ
ィ

ン
グ
決
済
、
②
リ
ア
ル
タ
イ
ム
決
済
、
③
取
引
日
に
お
け
る
ロ
ー
リ

ン
グ
決
済
の
三
種
類
を
挙
げ
て
い
る
。

⑸　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トW

hitney

は
、
未
公
開
株
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ー
ク
ン

化
な
ど
を
対
象
と
す
る
。

（
わ
か
ぞ
の　

ち
あ
き
・
当
研
究
所
理
事
・
主
席
研
究
員
）


